
き し わ だ 議 会 だ よ り 一般質問 ２

①
自
ら
の
介
護
予
防
に
繋
が
る
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
商
品
券
な
ど
と
交
換
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
個
人
の
介
護
予
防
と
同
時
に
地
域
の
支
え
合
い

も
促
進
で
き
る
た
め
、
国
も
推
進
し
実
施
す
る
自
治
体
も
多
い
。
本

市
の
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
こ
の
制
度
の
創
設
を
明
記
す
る
よ

う
求
め
る
。
②
認
知
症
は
、
医
療
、
介
護
、
消
費
者
被
害
や
人
権
擁

護
な
ど
関
わ
る
分
野
が
多
岐
に
渡
る
。
各
分
野
に
お
け
る
当
事
者
の

意
見
を
反
映
し
た
認
知
症
施
策
推
進
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、

特
に
若
年
性
認
知
症
は
就
労
や
子
育
て
な
ど
、
多
角
的
な
支
援
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
社
会
参
加
の
機
会
の
確
保
や
相
談
体
制
の
整
備
に

公
民
連
携
で
取
り
組
み
、
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
さ
れ
た
い
。

介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
導
入

と
認
知
症
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

南　

加
代
子
（
公
明
党
）

！

①
今
年
５
月
、
国
の
防
災
基
本
計
画
に
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
位
置
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
被
災
者
に
対
し
て
、
保
健
師
な
ど
の

専
門
家
が
個
別
訪
問
に
よ
り
被
災
状
況
や
ニ
ー
ズ
な
ど
を
き
め
細
か

く
把
握
し
、
生
活
再
建
に
向
け
た
多
岐
に
わ
た
る
支
援
策
を
的
確
か

つ
継
続
的
に
行
う
統
合
的
な
支
援
体
制
で
あ
る
。
本
市
で
も
地
域
防

災
計
画
に
位
置
付
け
、
そ
の
体
制
構
築
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。

②
自
転
車
活
用
推
進
計
画
に
あ
る
４
つ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
25

の
施
策
と
72
の
取
り
組
み
が
あ
る
。
そ
の
取
り
組
み
を
着
実
に
実
現

し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
の
計
画
を
推
進
し
、
さ
ら
に
上
位
の
計
画
で

あ
る
本
市
の
交
通
施
策
や
目
指
す
べ
き
ま
ち
の
姿
を
実
現
す
る
こ
と

に
繋
が
る
。
明
確
な
目
標
を
立
て
進

し
ん
ち
ょ
く捗

さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
。

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
自

転
車
活
用
推
進
計
画
に
つ
い
て

米
田　

貴
志
（
公
明
党
）

！

　

近
年
、
激
甚
化
す
る
豪
雨
や
線
状
降
水
帯
な
ど
に
伴
う
災
害
が
全

国
各
地
で
発
生
し
て
お
り
、
本
市
も
市
民
を
含
め
て
有
事
に
備
え
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
関
係
す
る
複
数
の
部
署
に
対
し
て
、
次
の
こ
と

を
要
望
す
る
。
①
農
業
用
た
め
池
へ
の
定
期
点
検
、
補
修
工
事
、
余

水
吐
き
の
部
分
改
修
を
継
続
す
る
こ
と
。
②
過
去
に
水
が
溢
れ
た
農

業
用
水
路
の
巡
視
作
業
な
ど
を
継
続
す
る
こ
と
。
③
市
が
管
轄
し
て

い
る
地
下
道
の
維
持
管
理
や
冠
水
・
水
没
へ
の
対
策
を
継
続
す
る
こ

と
。
④
内
水
は
ん
濫
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
既
に
閉
鎖
し
た
避
難
所

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
な
ど
最
新
で
な
い
た
め
、
更
新
す
る
こ
と
。
⑤

自
助
の
観
点
か
ら
、
市
民
が
自
ら
安
全
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
。

年
々
激
甚
化
す
る
豪
雨
に
対
す
る

防
災
行
政
に
つ
い
て

西
田　

武
史
（
次
世
代
政
策
会
議
）

！

　

公
共
施
設
最
適
化
計
画
で
は
、
同
じ
用
途
の
施
設
が
重
複
し
て
い

る
場
合
や
、
稼
働
率
が
低
い
場
合
は
、
ニ
ー
ズ
や
利
用
状
況
な
ど
を

鑑
み
、
施
設
の
廃
止
を
含
む
集
約
化
や
複
合
化
に
よ
る
最
適
化
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
耐
用
年
数
を
65
年
と
定
め
て
い
る

も
の
の
施
設
の
廃
止
し
か
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
建
て
替
え
が

必
要
な
施
設
は
、
建
て
替
え
計
画
や
代
替
施
設
を
明
確
に
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
公
民
館
及
び
青
少
年
会
館
は
、
再
編
基
本
方
針
に
対

し
て
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
市
民
か
ら
愛
さ

れ
利
活
用
さ
れ
て
い
る
証
拠
と
い
え
る
。
地
域
住
民
の
思
い
が
詰
ま

っ
て
い
る
施
設
で
あ
る
か
ら
、
再
編
に
つ
い
て
は
、
丁
寧
に
進
め
て

い
く
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

公
民
館
及
び
青
少
年
会
館
の
再
編

に
つ
い
て

宇
野　

真
悟
（
無
所
属
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

！

　

本
市
に
は
長
い
歴
史
の
中
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
数
多
く
の
文

化
財
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
岸
和
田
城
藩
主
岡
部
家
累
代
の
墓

は
、
城
主
と
家
臣
の
墓
が
同
じ
場
所
に
存
在
す
る
珍
し
い
市
指
定
文

化
財
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
の
台
風
な
ど
で
損
壊
が
著
し
く
、
今

後
の
維
持
管
理
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
所
有
者
で
あ
る
泉
光

寺
は
、
末
永
く
伝
承
し
て
い
く
た
め
に
も
、
国
や
府
の
文
化
財
指
定

を
要
望
し
て
い
る
。
国
の
文
化
財
指
定
は
、
文
化
審
議
会
に
諮
問
す

る
た
め
の
学
術
的
根
拠
が
必
要
で
あ
り
簡
単
で
は
な
い
。
し
か
し
、

歴
史
的
に
も
重
要
で
あ
る
ゆ
え
、
引
き
続
き
国
の
文
化
財
指
定
に
向

け
た
調
査
を
行
う
と
と
も
に
岡
部
家
墓
所
を
含
む
本
市
に
現
存
す
る

歴
史
あ
る
も
の
の
保
護
と
活
用
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

岸
和
田
の
文
化
財
の
保
護
に
つ
い

て殿
本　

マ
リ
子
（
に
じ
の
会
）

！

①
今
ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
、
男
性
の
長
時
間
労
働
や

女
性
の
非
正
規
で
補
完
的
な
労
働
扱
い
な
ど
、
固
定
的
な
性
別
役
割

意
識
が
コ
ロ
ナ
禍
で
見
え
て
き
た
。
長
時
間
労
働
を
無
く
し
、
女
性

管
理
職
率
・
男
性
育
児
休
業
取
得
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

女
性
も
男
性
も
働
き
や
す
い
職
場
と
な
る
。
市
に
お
い
て
は
、
職
場

の
改
善
を
図
り
、
更
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
繋
げ
ら
れ
た
い
。

②
学
校
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
設
置
が
全
国
で
広
が
っ
て
い
る
が
、

教
育
委
員
会
は
、
生
徒
が
保
健
室
に
取
り
に
来
る
こ
と
で
困
り
ご
と

の
把
握
が
で
き
、
生
理
用
品
の
管
理
も
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

と
、
従
来
通
り
の
見
解
で
あ
っ
た
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
同
じ

よ
う
に
設
置
し
、
安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
切
望
す
る
。

男
女
共
同
参
画
推
進
、
生
理
用
品

の
学
校
設
置
に
つ
い
て

海
老
原　

友
子
（
日
本
共
産
党
）

！

①
庁
舎
は
耐
震
性
能
な
ど
の
安
全
面
の
問
題
や
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に

直
結
す
る
問
題
を
多
数
抱
え
て
お
り
、
新
庁
舎
建
設
が
急
務
で
あ
る
。

し
か
し
、
計
画
通
り
に
進
ん
で
も
供
用
開
始
ま
で
約
５
年
半
か
か
る

た
め
、
そ
れ
ま
で
は
機
能
維
持
を
図
り
、
災
害
対
応
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
大
規
模
災
害
発
生
時
に
市
民
や
職
員
の
安
全
を
確
保
で
き
る

よ
う
、
避
難
訓
練
を
強
化
す
る
な
ど
最
善
の
対
策
を
検
討
す
る
よ
う

求
め
る
。
②
全
国
的
に
学
校
選
択
制
の
導
入
・
検
証
が
進
ん
で
お
り
、

本
市
で
も
児
童
生
徒
や
保
護
者
が
学
校
を
自
由
に
選
択
す
る
権
利
に

つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
希
望
す
る
学
校
に
就
学
で
き
る
自
由

選
択
制
や
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
希
望
す
る
学
校
に
就
学
で
き
る
ブ
ロ
ッ

ク
選
択
制
な
ど
の
導
入
検
討
に
向
け
、
ニ
ー
ズ
の
調
査
を
要
望
す
る
。

現
庁
舎
の
安
全
対
策
、
学
校
選
択

制
に
つ
い
て

橘
川　

亜
紀
（
大
阪
維
新
の
会
）

！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
は
あ
く
ま
で
任
意
で
あ
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
施
設
入
所
者
や
重
度
障
害
者
な
ど
は
、
カ
ー
ド
取
得
そ

の
も
の
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
て
の
市
民
が
カ
ー
ド

を
取
得
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
政
府
は
来
年
秋
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
を
一
体
と
し
た
マ
イ
ナ
保
険

証
を
導
入
し
、
現
在
の
健
康
保
険
証
を
廃
止
す
る
方
針
を
打
ち
出
し

た
。
マ
イ
ナ
保
険
証
は
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
て
お
り
不
安
が
あ
る
こ
と

や
、
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
市
民
へ
の
国
民
健
康
保
険
証
の
交
付

は
市
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
通
り
全
て
の
対

象
者
に
交
付
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
市
か
ら
も
国

に
対
し
健
康
保
険
証
の
廃
止
を
や
め
る
よ
う
強
く
要
望
さ
れ
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ

保
険
証
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て

岸
田　

厚
（
日
本
共
産
党
）

！
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■ 一般質問とは

　定例会において、議員が市の施策の状況や方
針などについて、報告、説明を求めたり質問し
たりすることを一般質問といいます。

●令和５年第３回定例会では、19 人の議員が一
　般質問を行いました（発言順に掲載）。

●スマートフォンなどでＱＲコードを読み取る
　と一般質問の録画映像（外部リンク：YouTube）
　が開きます。ぜひ、ご覧ください。

● 11 月下旬以降、市議会ウェブサイトの「会
　議録の閲覧」のページでも詳細をご覧いただ
　けます。

　　市政についての議員の質問と、市長など
　　執行機関の回答を掲載しています。

　　市政に対して議員が質問などをしたうえ
　　で、特に要望した内容を掲載しています。

　　一 般 質 問一 般 質 問

？

！

 （要旨） （要旨）

そ
の
他
の
質
問 

○
道
路
の
管
理

そ
の
他
の
質
問 

○
人
権
施
策
推
進
プ
ラ
ン


